
香川高等専門学校 開講年度 令和03年度 (2021年度) 授業科目 信頼性工学
科目基礎情報
科目番号 212121 科目区分 専門 / 選択
授業形態 講義 単位の種別と単位数 学修単位: 2

開設学科 創造工学専攻（機械工学コース）（2023年度
以前入学者） 対象学年 専2

開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材 福井泰好著「入門信頼性工学（第2版）」森北出版（株）　
担当教員 岡田 憲司,高橋 洋一
到達目標
1．確率と統計の基礎を理解できる。
2．信頼性データを統計的に解析できる。
3．信頼性に関する種々の固有技術を理解できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

1．確率と統計の基礎を理解できる
。

信頼性工学の概要を説明でき，確
率と統計の計算ができる。

信頼性工学の概要を説明でき，確
率と統計の基礎的な計算ができる
。

信頼性工学の概要を説明できず
，確率と統計の基礎的な計算がで
きない。

2．信頼性データを統計的に解析で
きる。

信頼性データから各種分布の母数
や評価関数を推定できる。

基本的な信頼性データから各種分
布の母数や評価関数を推定できる
。

基本的な信頼性データから各種分
布の母数や評価関数を推定できな
い。

3．信頼性に関する種々の固有技術
を理解できる。

信頼性の評価方法について説明で
きる。

基本的な信頼性の評価方法につい
て説明できる。

基本的な信頼性の評価方法につい
て説明できない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
信頼性工学は信頼という定性的な性質を定量的に評価し，工業製品の信頼性向上を目指すことである。そのため，確率
・統計の基礎を復習し，その使用法に的を絞って，工学の基礎学力と工学的思考法を応用しつつ，信頼性に関する種々
の固有技術を理解し，それらを統合して学習する。また，信頼性工学に関連するリスクマネージメント，リスクコミュ
ニケーションについても学習する。

授業の進め方・方法 例題と問題が多く収録された教科書を使用する。本の解説，例題・問題がわかるように多くの問題を解いていきたい。
さらに関連プリントも多く配布する。自学自習時間に相当する課題を毎回出題する。

注意点 レポート作成のため，毎週４時間の自主学習が必要である。
授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 0．ガイダンス
1．信頼性工学の概要

信頼性工学の概要が分かる。ここで信頼性，安全性
，リスクの類似点と相違点も説明できる。

2週 ２．確率と統計の基礎 確率と統計に関する基礎的な計算ができる。
3週 ３．信頼性測度の基礎 信頼性を定量化する方法を説明できる。

4週 ４． 信頼性評価関数の基礎
(1)離散型分布

確率分布から信頼度を計算できる。２項分布とポアソ
ン分布を説明できる。

5週 (2)連続型分布１ 指数分布，正規分布，対数正規分布を説明できる。

6週 (3)連続型分布２ ２母数ワイブル分布，３母数ワイブル分布が説明でき
る。

7週 5．信頼性データの統計的解析　
 (1)正規確率紙と対数正規確率紙

基礎的な回帰分析ができる。分布の母数推定を確率紙
で行うことができる。

8週  (2)ワイブル確率紙 ワイブル確率紙を用いて，２母数ワイブル分布と３母
数ワイブル分布の母数推定ができる。

2ndQ

9週  (3)分布のχ2適合度検定 分布のχ2適合度検定法を行うことができる。

10週 6．アイテムの信頼性
(1)信頼性設計　

アイテムが信頼性を確保する設計の概念が説明できる
。

11週 (2)冗長性と信頼性 冗長系と信頼性について説明できる。

12週 ７．アイテムの保全性 修理系アイテムの保全の効果を考慮した信頼性評価方
法が説明できる。

13週 ８．信頼性物理 リスクマネジメントの応用として，アイリングモデル
とマイナー則(線形損傷則)が説明できる。

14週
９．構造信頼性
(1)ストレス-強度モデル
(2)安全余裕と故障確率

構造信頼性の評価として，ストレス－強度モデル，安
全余裕と故障確率の使い方を理解する。

15週 (3)安全係数と故障確率
安全係数と故障確率が計算できる。この計算を通じ
，リスクコミュニケーションについて，理解を深める
。

16週 期末試験 学修内容が，問題として解ける。
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

試験 レポート 合計
総合評価割合 40 60 100



1．確率と統計の基礎を理解できる
。 15 20 35

2．信頼性データを統計的に解析で
きる。 10 20 30

3．信頼性に関する種々の固有技術
を理解できる。 15 20 35


